
特
集
・
横
浜
の
緑
と
保
全
⑥

都
市
公
園
の
体
系
的
整
備

小
泉
信
三
〈
緑
政
局
公
園
緑
地
部
計
画
課
計
画
係
長
〉

一

　
「
緑
こ
そ
測
定
し
得
な
い
人
類
の
財
産
」
と
述
べ
た
人

が
い
る
が
、
「
緑
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
」
と
自
分
自
身

に
問
う
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
市
民
に
と
っ
て
緑
が
不
用
で
あ
る
と
い
う
人
は
ま
ず

い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
た
て
ま
え
で
は
分
っ
て

い
て
も
、
い
ざ
と
な
る
と
力
が
な
い
も
の
も
少
な
い
。

緑
が
必
要
な
こ
と
は
分
っ
て
い
て
も
、
道
路
や
下
水
道

の
整
備
、
図
書
館
や
地
区
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
方
が
、

も
っ
と
身
近
に
感
じ
、
事
業
と
し
て
優
先
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
原
稿
を
書
く
機
会
に
、
緑
が
な
ぜ
必
要
な
の

か
を
私
な
り
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
必
要
な
ら

ば
、
「
そ
の
量
は
」
「
そ
の
形
態
は
」
「
財
源
は
」
「
問
題

点
は
」
な
ど
公
園
を
中
心
に
、
夏
の
一
夜
を
遠
く
で
子

供
ら
が
花
火
に
興
ず
る
声
を
聞
き
な
が
ら
、
日
頃
思
っ

て
い
た
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
。

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
緑
は
な
ぜ
必
要
か

三
―
公
園
緑
地
の
計
画

四
―
経
済
計
画
と
公
園
事
業

五
―
守
り
か
ら
攻
め
へ
の
公
園
事
業

六
―
お
わ
り
に

を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
緑
に
は
本
能
的
と
い

う
か
、
哲
学
的
と
で
も
い
う
か
、
都
市
人
間
の
脳
味
噌

を
く
す
ぐ
る
何
か
が
あ
る
。
人
間
は
本
来
、
生
物
界
の

一
員
と
し
て
自
然
の
輪
廻
に
基
づ
き
何
百
万
年
か
を
過

し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
食
糧
の
蓄
積
を
覚
え
、
土
地
が

生
産
手
段
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
ヵ
所
に
定

住
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
各
地
に
都
市
が
誕
生
し

た
。
以
来
、
現
在
の
巨
大
都
市
の
出
現
に
到
る
ま
で
、

緑
を
営
々
と
侵
蝕
し
な
が
ら
、
人
工
的
な
構
築
物
を
造

成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
狩
猟
や
農
耕
時
代
な
ら
ば
、

緑
は
あ
り
余
る
ほ
ど
あ
っ
て
、
こ
う
も
緑
々
と
騒
ぐ
必

要
は
な
か
っ
た
。
人
間
は
高
度
に
文
明
を
発
達
さ
せ
て

し
ま
っ
た
結
果
、
自
然
界
の
一
員
た
る
こ
と
を
忘
れ

て
、
今
や
一
人
で
独
立
し
て
歩
き
始
め
て
し
ま
っ
た
。
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今
さ
ら
ど
う
し
て
と
い
わ
れ
る
と
大
変
恥
ず
か
し
い

話
し
だ
が
、
従
来
都
市
の
緑
は
「
環
境
上
必
要
で
あ
る
」

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
上
必
要
で
あ
る
」
「
防
災
機
能
上

欠
せ
な
い
」
、
さ
ら
に
は
「
植
物
は
酸
素
の
供
給
源
で
あ

る
」
等
々
、
主
と
し
て
機
能
面
か
ら
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
て
き
た
し
、
私
た
ち
も
「
だ
か
ら
必
要

な
の
だ
」
「
だ
か
ら
公
園
を
つ
く
ろ
う
」
と
主
張
し
て
き

た
。
し
か
し
、
緑
は
も
っ
と
別
な
意
味
で
重
要
な
役
割

将
来
必
要
な
公
園
を
今
か
ら
ど
う
確
保
す
る
か

は
じ
め
に

ニ

緑
は
な
ぜ
必
要
か



塚
本
洋
太
郎
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
現
在
の
都
市
の

状
態
は
「
も
っ
と
早
く
、
も
っ
と
早
く
と
叫
び
な
が
ら

断
崖
へ
走
っ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

　
緑
は
都
市
人
に
と
っ
て
、
下
水
道
や
道
路
の
よ
う
に

は
、
は
っ
き
り
し
た
効
用
を
計
測
し
得
な
い
が
、
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
心
理
的
効
用
を
も
っ
て
い
る
。
人
間
が
生

物
で
あ
る
が
故
に
、
鳥
や
動
物
た
ち
、
草
花
と
共
に
あ

っ
て
、
喜
怒
哀
楽
を
味
わ
い
、
い
ず
れ
は
死
ぬ
と
い
う

自
然
界
の
掟
の
中
で
は
、
緑
に
接
し
な
い
と
人
間
は
安

住
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
都
市
人
に
と
っ
て
「
緑
な
ん
て
無
く
た
っ
て
生
活
で

き
る
｣
｢
緑
を
欲
す
れ
ば
郊
外
へ
行
け
ば
よ
い
｣
な
ど
、
都

市
を
た
だ
経
済
活
動
の
場
と
し
て
、
利
潤
や
生
産
価
値

だ
け
を
追
求
す
る
場
と
し
て
み
て
は
な
ら
な
い
。
緑
が

あ
っ
て
こ
そ
。
明
日
へ
の
活
力
が
生
れ
て
く
る
。
緑
は
疲

れ
た
都
市
人
に
と
っ
て
回
復
力
の
源
で
も
あ
る
の
だ
。

そ
れ
は
私
た
ち
の
身
近
に
、
ま
さ
に
日
常
触
れ
合
う
距

離
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
現
存

す
る
緑
を
、
ま
た
新
た
に
創
造
す
る
緑
を
次
代
の
市
民

へ
引
継
い
で
い
く
の
が
わ
れ
わ
れ
の
役
目
と
考
え
る
。

公
園
緑
地
の
計
画

減
少
傾
向
や
、
現
在
予
想
さ
れ
て
い
る
開
発
地
を
差
引

く
と
、
昭
和
六
十
年
に
は
約
三
〇
％
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
。

　
現
在
の
緑
被
地
の
約
四
〇
％
（
一
六
、
〇
〇
〇
h
a
）
は
、

市
街
化
区
域
に
約
八
、
〇
〇
〇
h
a
、
市
街
化
調
整
区
域
に

約
八
、
〇
〇
〇
h
a
と
ほ
ぼ
二
分
し
て
存
在
し
て
い
る
。

主な緑被地分布図一１

そ
の
分
布
状
況
は
、
図
―
１
の
通
り
で
あ
る
。
主
と
し

て
樹
林
の
塊
は
郊
外
部
の
南
北
方
向
に
六
拠
点
あ
り
、

農
地
は
こ
れ
と
交
叉
す
る
よ
う
に
、
港
北
・
緑
・
神
奈

川
・
瀬
谷
・
戸
塚
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
い
る
。

　
ま
た
昭
和
六
十
年
の
推
定
緑
被
地
、
市
域
の
三
〇
％

（
一
二
、
〇
〇
〇
h
a
）
は
、
市
街
化
区
域
・
調
整
区
域

③
―
緑
被
地
現
況
と
将
来
の
量

　
現
在
の
緑
被
地
率
（
緑
で
被
わ
れ
た
土
地
・
農
耕
地
・

草
地
・
樹
林
地
）
は
、
全
市
域
の
四
〇
％
で
あ
る
（
昭

和
五
十
年
緑
政
局
緑
被
地
調
査
）
。
そ
し
て
今
日
ま
で
の

三
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の
線
引
き
に
大
幅
な
変
更
が
な
い
と
仮
定
す
る
な
ら
ば

図
―
３
の
よ
う
に
分
布
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

②
―
残
し
た
い
緑
被
地
（
緑
地
）
の
量

　
都
市
に
ど
れ
だ
け
の
緑
被
地
が
あ
れ
ば
よ
い
の
か
、

定
量
的
な
も
の
は
な
い
が
、
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
、

快
適
性
や
、
都
市
自
体
の
経
済
活
動
な
ど
か
ら
、
都
市

計
画
者
が
提
唱
し
て
い
る
量
は
、
市
域
の
1
/
2
～
1
/
3
で
あ

る
。
一
方
、
市
民
の
意
識
調
査
（
5
2
年
緑
政
局
）
で
は
。

自
分
の
身
の
周
り
に
四
〇
％
以
上
緑
が
あ
る
市
民
は
、

緑
が
多
い
と
感
じ
て
お
り
、
三
〇
％
を
割
る
と
緑
が
少

な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
（
別
稿
行
政
研
究
参
照
）
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
市
民
に
と
っ
て
三
〇
％
台
の
値

が
緑
被
地
量
の
分
れ
目
と
み
て
よ
い
。

図一２　地目別土地利用構成の推移

表― 1　緑被地の確保目標量案

　
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
次
の
時
代
へ
受
け
継
い
で
い

く
緑
被
地
量
は
、
六
十
年
代
初
め
に
残
る
で
あ
ろ
う
お

お
よ
そ
三
〇
％
、
一
二
、
〇
〇
〇
h
a
で
あ
り
、
こ
の
緑

被
地
量
を
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
保
全
ま
た
は

担
保
を
し
た
い
。
ま
た
一
方
で
緑
の
少
な
い
既
成
市
街

地
な
ど
で
は
、
積
極
的
に
新
た
な
緑
被
地
の
増
量
を
計

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昭和60年推定

図一３　昭和60年の推定緑被地

③
―
公
園
で
担
う
量

　
私
案
で
あ
る
が
、
昭
和
六
十
年
の
予
測
緑
被
地
一

二
、
〇
〇
〇
h
a
の
約
六
割
、
七
、
〇
〇
〇
h
a
（
市
域
の

一
八
％
）
を
、
法
や
条
例
な
ど
で
担
保
し
て
い
く
目
標

量
と
し
た
い
。
残
る
四
割
、
五
、
〇
〇
〇
h
a
（
市
域
の

一
二
％
）
が
個
人
や
企
業
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
で
将
来
と

も
残
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
緑
の
量
と
す
る
。

　
こ
の
法
や
条
例
で
担
保
し
て
い
く
七
、
〇
〇
〇
h
a
の

う
ち
、
都
市
公
園
部
門
で
確
保
す
る
の
が
、
二
、
四
〇

〇
～
三
、
〇
〇
〇
h
a
と
し
、
農
業
部
門
の
緑
が
三
、
〇

〇
〇
h
a
（
横
浜
市
農
業
総
合
計
画
）
、
残
り
が
緑
地
保
全

地
区
、
市
民
の
森
、
斜
面
緑
地
な
ど
法
や
条
例
の
網
で

保
全
ま
た
は
規
制
し
て
い
く
緑
と
し
た
い
。

　
都
市
公
園
部
門
の
量
は
、
現
行
の
都
市
公
園
法
に
よ

る
設
置
基
準
や
、
土
地
利
用
動
向
、
公
園
率
実
績
、
中
・

長
期
計
画
等
か
ら
算
出
し
た
も
の
で
、
こ
れ
で
い
く
と

二
二
年
後
の
西
暦
二
、
〇
〇
〇
年
を
目
標
年
次
と
す
れ

ば
、
こ
の
と
き
の
公
園
率
は
人
口
一
人
当
り
面
積
で
は

七
～
九
が
、
全
市
域
の
六
～
七
％
に
当
る
量
と
な
る
（
現

行
公
園
率
一
・
七
六
㎡
、
市
域
の
一
・
一
％
）
。

④
―
公
園
の
配
置
計
画

　
こ
の
よ
う
に
目
標
量
を
定
め
た
が
、
こ
れ
ら
の
公
園

を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
は
、

(
ア
)
全
市
民
の
た
め
の
大
規
模
公
園
(
五
〇
～
一
〇
〇
h
a
)

を
本
市
の
南
北
に
点
在
す
る
緑
の
拠
点
の
う
ち
の
、
公

昭和50年現況
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園
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
舞
岡
、
野
庭
地
区
と
三
保
・

新
治
地
区
の
二
拠
点
に
、
緑
地
保
全
の
核
と
し
て
設
置

し
、
併
せ
て
周
辺
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
保
全
を
主
体

図―４　公園整備計画量

と
し
て
各
種
の
制
度
を
導
入
し
、
よ
り
効
果
的
に
機
能

さ
せ
る
地
域
と
し
た
い
。

(
イ
)
区
民
が
ま
と
ま
っ
て
行
事
を
す
る
た
め
の
総
合
公
園

（
一
〇
～
五
〇
h
a
）
や
、
運

動
公
園
（
一
五
～
七
五
h
a
）

規
模
の
も
の
を
、
防
災
的
配

置
を
考
慮
し
つ
つ
、
少
な
く

と
も
各
区
に
そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ

所
は
設
置
し
て
い
く
。

(
ウ
)
身
近
な
公
園
と
し
て
、
地

区
公
園
（
標
準
面
積
四
h
a
）

近
隣
公
園
（
二
h
a
）
、
児
童
公

表―２　日標値の内訳と投資額

園
（
〇
・
二
五
h
a
）
を
、
一
定
の
誘
致
距
離
、
面
積
標

準
に
従
い
、
で
き
る
だ
け
均
一
に
計
画
的
に
設
置
す
る
。

(
エ
)
こ
れ
ら
の
各
種
の
公
園
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
て

い
く
よ
う
努
め
る
が
、
区
別
整
備
水
準
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
（
図
―
５
）
は
、
整
備
の
優
先
度
で
解
決
す
る
。
ま
た

既
成
市
街
地
内
の
不
足
量
は
周
辺
区
や
埋
立
地
内
の
公

園
緑
地
で
カ
バ
ー
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

⑤
―
投
資
額

　
現
在
公
開
中
及
び
用
地
取
得
済
み
の
公
園
は
、
六
〇

Ｏ
h
a
で
あ
る
。
今
後
約
二
〇
年
間
に
見
込
ま
れ
る
公
園

図―５　区別公園概況
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(単位：億円)表―3　経済計画の公共投資額と都市公園整備５ヵ年計画

整
備
量
は
、
宅
地
開
発
関
連
で
二
五
〇
h
a
、
港
湾
埋
立

関
連
で
二
五
〇
h
a
、
接
収
解
除
跡
地
利
用
で
二
〇
〇
h
a

計
七
〇
〇
h
a
、
現
在
の
も
の
六
〇
〇
h
a
を
加
え
て
合
計

で
一
、
三
〇
〇
h
a
で
あ
る
。

　
従
っ
て
目
標
値
と
の
差
一
、
一
〇
〇
～
一
、
七
〇
〇

h
a
は
用
地
買
収
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
年
間
五
〇
～

八
〇
h
a
の
用
地
買
収
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
値
で

あ
る
。
こ
れ
に
伴
う
事
業
費
と
し
て
は
、
用
地
費
平
均

六
万
円
／
㎡
、
施
設
費
一
万
円
／
㎡
計
七
万
円
／
㎡

と
す
れ
ば
、
約
八
千
億
～
一
兆
二
千
億
円
を
必
要
と
す

る
。

経
済
計
画
と
公
園
事
業

①
―
公
園
事
業
の
位
置

　
一
般
的
に
公
共
事
業
は
、
用
地
確
保
が
で
き
れ
ば
ほ

ぼ
成
功
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
と

く
に
公
園
事
業
で
は
、
用
地
確
保
そ
の
も
の
が
公
園
事

業
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
公
園
用

地
確
保
に
つ
い
て
財
源
や
制
度
上
の
問
題
点
を
述
べ
て

み
た
い
。

　
公
園
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
用
地
確
保
の
た

め
財
源
が
必
要
で
あ
る
。
公
園
は
現
在
、
第
二
次
都
市
公

園
等
整
備
五
ヵ
年
計
画
の
三
年
次
目
を
迎
え
て
い
る
。

表
―
３
は
経
済
計
画
の
社
会
資
本
建
設
投
資
額
と
都
市

公
園
事
業
の
総
投
資
額
の
関
連
推
移
で
、
過
去
の
経
済

計
画
に
お
け
る
公
園
投
資
額
の
シ
ェ
ア
は
順
次
高
く
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
他
の
事
業
と
比
較
す
る
と
、
シ
ェ

ア
が
非
常
に
小
さ
い
。

　
都
市
の
緑
は
、
他
の
公
共
事
業
と
の
攻
防
戦
で
あ
っ

て
、
他
の
公
共
事
業
が
整
備
さ
れ
れ
ば
少
な
か
ら
ず
緑

は
、
減
少
す
る
運
命
に
あ
る
か
ら
、
平
均
的
に
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
投
資
さ
れ
な
い
限
り
、
緑
は
守
り
切
れ
ず
、

さ
わ
や
か
な
風
格
あ
る
都
市
は
生
れ
な
い
。
現
計
画
で

は
シ
ェ
ア
が
一
・
五
％
、
表
か
ら
も
分
る
と
お
り
、
こ

の
率
を
順
次
三
～
四
％
台
ま
で
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
他
の
事
業
な
ら
ば
、
整
備
の
必
要
性
か
ら
、
例
え
ば

既
存
家
屋
を
撤
去
さ
せ
て
も
推
進
さ
せ
る
力
を
も
っ
て

い
る
が
、
公
園
は
そ
の
へ
ん
が
非
常
に
抽
象
的
あ
い
ま

図―６　昭和50年度都市別公園関係事業費 四
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さ
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
「
あ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

の
だ
が
」
的
な
処
理
が
多
く
、
既
存
家
屋
を
撤
去
さ
せ

て
造
る
だ
け
の
力
は
、
一
部
の
例
を
除
い
て
は
、
も
っ

て
い
な
い
。
従
っ
て
い
っ
た
ん
緑
を
失
わ
さ
せ
て
し
ま

う
と
、
殆
ん
ど
再
起
不
能
に
近
い
。
緑
が
都
市
の
中
に

残
存
し
て
い
る
時
代
に
投
資
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
一

○
○
年
の
大
計
を
誤
ま
る
こ
と
に
な
る
。
東
京
と
同
じ

市
街
を
造
っ
て
は
な
ら
な
い
。

②
―
本
市
の
公
園
関
係
事
業
費

　
一
方
、
本
市
の
公
園
及
び
緑
化
関
係
事
業
費
の
一
般

会
計
に
占
め
る
割
合
は
、
こ
こ
一
〇
年
来
一
％
台
を
出

た
り
入
っ
た
り
し
て
お
り
、
五
十
三
年
度
は
約
六
〇
億

円
で
、
シ
ェ
ア
は
一
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
新

五
ヵ
年
指
標
で
の
公
園
関
係
の
投
資
約
経
費
は
二
四
五

億
円
で
、
総
事
業
費
の
一
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
の
経
済
計
画
と
い
い
、
本
市
の
五
ヵ
年
計
画
と
い

い
、
毎
年
の
予
算
と
い
い
、
申
し
合
せ
た
よ
う
に
Ｉ
％

台
が
続
く
。
ち
な
み
に
韓
の
都
市
は
、
資
料
が
少
し
古

く
な
る
が
、
図
―
６
の
通
り
で
、
一
般
会
計
に
占
め
る

公
園
関
係
事
業
費
の
割
合
は
、
本
市
が
最
下
位
で
あ
る
。

せ
め
て
神
戸
市
並
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

③
―
財
源
問
題

(
ア
)
他
の
公
共
事
業
と
の
比
較

　
地
方
の
自
主
財
源
を
本
来
も
っ
と
持
つ
べ
き
だ
と
考

表－4　国庫補助対象率え
る
が
、
現
行
の
公
共
事
業
が
国
の
補
助
体
系
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
関
係
か
ら
は
、
国
庫
補
助
額
の
増
額

や
制
度
上
各
種
の
制
限
わ
く
を
撤
廃
ま
た
は
緩
和
し
な

い
こ
と
に
は
、
思
う
よ
う
に
仕
事
は
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
公
共
の
三
事
業
、
す
な
わ
ち
道
路
・
下
水
・

公
園
の
う
ち
で
、
圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
る
の
が
都
市
公

園
事
業
で
あ
る
。

　
現
在
進
行
中
の
第
二
次
都
市
公
園
等
整
備
五
ヵ
年
計

画
の
総
事
業
費
一
兆
六
、
五
〇
〇
億
円
は
、
第
八
次
道

路
整
備
五
ヵ
年
計
画
の
二
八
兆
五
、
〇
〇
〇
億
円
の
わ

ず
か
六
％
、
第
四
次
下
水
道
整
備
五
ヵ
年
計
画
の
事
業

費
七
兆
五
、
〇
〇
〇
億
の
二
二
％
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
市
民
の
だ
れ
で
も
が
公
園
が
ほ
し
い
、

緑
を
確
保
せ
よ
と
訴
え
て
は
い
る
も
の
の
、
実
は
根
底

に
は
ま
だ
ま
だ
市
民
的
な
結
束
力
を
動
員
さ
せ
る
だ
け

の
力
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
都

表－5　下水処理場用地と公園用地との

　　　　比較

市
か
ら
緑
を
失
わ
さ
せ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
悔
い

る
こ
と
明
ら
か
な
の
だ
が
…
…
。
第
三
次
の
計
画
で
は

飛
躍
的
に
増
額
を
は
か
る
よ
う
主
張
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

(
イ
)
補
助
率
に
つ
い
て

　
市
が
道
路
、
下
水
、
公
園
等
の
都
市
施
設
を
整
備
し
て

い
く
場
合
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
の
補
助
率
は
、
用

地
費
の
場
合
、
道
路
2
/
3
、
下
水
6
/
1
0
、
公
園
が
1
/
3
と
、
公
園

事
業
が
一
番
低
い
。
た
だ
で
さ
え
弱
い
公
園
事
業
故
に
、

こ
の
補
助
率
を
早
急
に
改
め
、
他
の
公
共
事
業
並
の
補

助
率
に
ア
ッ
プ
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

(
ウ
)
補
助
対
象
率
に
つ
い
て

　
国
は
少
な
い
金
で
多
く
の
事
業
を
さ
せ
る
た
め
め
手

段
と
し
て
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
都
市
公
園
事
業

で
は
、
公
園
種
別
毎
に
表
―
４
の
よ
う
な
補
助
対
象
率

を
採
用
し
て
、
そ
の
上
で
各
自
治
体
に
補
助
金
を
出
し

42調査季報59―78.9



て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
児
童
公
園
の
用
地
買
収
の
場
合
、

補
助
対
象
率
は
四
〇
％
で
あ
る
か
ら
「
全
面
積
の
四
〇

％
を
国
庫
補
助
対
象
に
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
1
/
3
に
つ
い

て
国
費
を
出
し
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
、
一
〇
〇
の
事

業
に
対
し
て
国
費
は
一
三
（
四
〇
×
1
/
3
＝
一
三
）
、
全
体

事
業
に
対
し
て
実
は
一
三
％
し
か
国
費
が
入
ら
ず
、
八

七
％
が
市
の
負
担
分
と
な
っ
て
い
る
。
実
質
補
助
率
、

約
1
/
8
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
同
表
か
ら
分
る
と
お
り
、
大
き
な
公
園
に
な
れ

ば
率
が
良
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
き
な
公
園
は

誘
致
圏
が
大
き
く
対
象
と
す
る
市
民
が
広
範
に
わ
た
る

と
の
理
由
や
、
防
災
上
の
効
果
も
大
き
い
と
の
意
味
か

ら
と
思
わ
れ
る
が
、
市
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
児
童
公
園
が
こ
の
低
い
扱
い
で
あ
る
。

都
市
公
園
整
備
の
緊
急
性
か
ら
も
、
大
小
の
公
園
に
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
制
度
の
緩
和
ま
た
は
撤
廃
を
し
て
、

買
収
面
積
全
体
を
補
助
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
参
考
例
と
し
て
、
先
に
下
水
道
局
が
鶴
見
の
フ
ォ
ー

ド
の
用
地
三
七
h
a
を
処
理
場
用
地
と
し
て
買
収
し
た
が

こ
れ
を
公
園
事
業
と
対
比
す
る
と
表
―
５
の
よ
う
に
な

る
。
市
費
六
五
億
と
、
一
二
七
億
と
で
は
、
自
ず
と
力

の
入
れ
方
が
違
っ
て
こ
よ
う
。

(
エ
)
採
択
基
準
に
つ
い
て

　
国
で
は
さ
ら
に
採
択
基
準
を
設
け
て
タ
ガ
を
は
め
て

い
る
。
こ
れ
も
例
え
ば
児
童
公
園
用
地
買
収
の
基
準
で

児童公園用地取得補助概念図図一７あ
る
が
、
「
既
成
市
街
地
内
で
、
人
口
一
万
人
当
り
三
カ

所
以
上
の
公
園
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
誘
致
距

離
二
五
〇
ｍ
内
に
公
園
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
一
ヵ
所

当
り
面
積
五
〇
〇
㎡
以
上
の
児
童
公
園
に
つ
い
て
一
、

〇
〇
〇
㎡
を
補
助
対
象
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
国

庫
補
助
事
業
と
し
て
そ
の
採
択
に
一
定
の
枠
を
設
け
る

こ
と
は
理
解
し
て
も
、
都
市
公
園
法
の
設
置
基
準
に
整

合
し
て
い
れ
ば
、
採
択
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

公
園
用
地
は
応
々
に
し
て
郊
外
地
の
物
件
が
多
い
し
、

人
口
一
万
人
当
り
四
ヵ
所
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
最
も
不
思
議
で
な
ら
な
い
の
は
面
積
に
よ
る
採

択
基
準
で
、
児
童
公
園
は
二
、
五
〇
〇
㎡
を
標
準
と
し

て
い
る
も
の
の
、
〝
五
〇
〇
㎡
以
上
の
公
園
用
地
に
つ

い
て
一
、
〇
〇
〇
が
ま
で
″
を
限
度
と
し
て
補
助
対
象

と
す
る
と
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
児
童
公
園
の
標
準

面
積
二
、
五
〇
〇
㎡
に
、
国
庫
補
助
対
象
率
の
四
〇
％

を
乗
ず
る
と
一
、
〇
〇
〇
㎡
に
な
る
か
ら
で
、
児
童
公

園
用
地
は
。
ど
ん
な
大
き
な
用
地
が
見
つ
か
っ
て
も
一
、

〇
〇
〇
㎡
分
し
か
補
助
対
象
に
な
ら
ず
、
残
り
は
市
単

独
事
業
で
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
い
か
え
れ
ば
三
、
〇
〇
〇
㎡
で
も
五
、
〇
〇
〇
㎡

で
も
、
「
三
三
〇
㎡
分
だ
け
国
費
で
買
う
こ
と
を
認
め

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
一
、
〇
〇
〇
㎡
×
1
/
3
＝
三

三
〇
㎡
）
。
（
図
―
７
）
。

　
こ
う
な
っ
て
く
る
と
自
治
体
側
は
、
も
ち
出
し
分
の

最
も
少
な
い
一
、
〇
〇
〇
㎡
少
々
の
用
地
を
物
色
す
る

こ
と
と
な
る
。
こ
れ
で
は
正
常
な
児
童
公
園
設
置
事
業

と
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
採
択
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公
園
種
別
ご
と
に
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
都
市
公
園
法
の
設
置
基
準
枠
に
整

合
し
て
い
れ
ば
採
択
す
べ
き
で
、
現
行
の
採
択
基
準
は

早
急
に
手
直
し
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

(
オ
)
特
定
財
源
に
つ
い
て

　
国
の
公
園
に
対
す
る
投
資
額
の
増
額
や
、
補
助
制
度

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
強
力
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
他
の
公
共
事
業
の
よ
う

に
、
目
的
税
的
な
も
の
や
、
受
益
者
負
担
金
制
度
的
な
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も
の
で
、
特
定
財
源
を
も
つ
方
法
を
考
え
る
べ
き
も
の

と
思
う
が
、
如
何
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
、
郊
外
の
開
発
行
為
で
の
絶
対
量
の
緑
の
減

少
に
伴
う
、
新
た
な
緑
地
確
保
の
た
め
の
緑
地
増
設
税

的
な
も
の
、
家
屋
取
得
に
対
す
る
緑
税
的
な
も
の
、
な

ど
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
静
岡
県
が
、
今
年
か
ら
ゴ
ル
フ
場
使
用
者
か
ら
プ
レ

表―6　成因別公園分類一覧表

五
　
次
に
本
市
の
公
園
整
備
の
実
情
に
ふ
れ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

　
現
在
本
市
の
公
園
は
、
本
年
四
月
一
日
現
在
、
県
立

公
園
も
含
め
て
八
六
一
か
所
、
面
積
で
四
七
七
h
a
ほ
ど

あ
る
が
、
こ
れ
を
成
因
別
に
分
類
す
る
と
表
―
６
の
よ

う
に
な
る
。

　
公
園
事
業
が
具
体
化
す
る
の
に
は
そ
れ
な
り
の
外
因

的
要
素
が
あ
る
も
の
で
、
純
粋
な
意
味
で
都
市
計
画
上
、

そ
こ
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
設
け
た
も
の
は
少

な
く
、
表
―
６
か
ら
も
分
る
と
お
り
、
何
か
の
機
会
に

事
業
を
浮
上
さ
せ
て
い
る
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
本
市
最
大
の
公
園
で
あ
る
こ
ど
も
自
然
公

園
は
、
相
模
鉄
道
の
遊
園
地
計
画
に
端
を
発
し
た
も
の

都市公園の種類表－7
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守
り
か
ら
攻
め
へ
の
公
園
事
業

イ
一
回
に
つ
き
五
〇
円
の
緑
化
協
力
費
制
度
（
グ
リ
ー

ン
バ
ン
ク
協
力
金
）
を
採
用
し
、
緑
化
の
財
源
の
一
部
に

し
て
い
る
な
ど
、
知
恵
を
絞
っ
て
公
園
用
地
確
保
の
た

め
の
財
源
確
保
の
制
度
を
考
え
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
財
源
問
題
に
つ
い
て
は
種
々
改
善
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
現
行
の
都
市
計
画
税
の

中
で
の
制
限
税
率
の
引
上
げ
や
、
地
方
交
付
税
の
算
定

に
用
い
る
基
準
財
政
需
要
額
の
人
口
当
り
の
単
位
費
用

の
増
額
、
起
債
枠
の
拡
大
と
、
そ
の
有
利
な
政
府
資
金

に
よ
る
起
債
枠
の
確
保
、
さ
ら
に
は
管
理
関
係
に
対
す

る
新
た
な
補
助
金
制
度
の
導
入
な
ど
、
公
園
関
係
の
財

源
の
拡
充
。
改
善
の
余
地
は
多
々
あ
り
、
今
後
制
度
上
の

改
善
と
併
せ
て
強
力
に
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。



で
、
用
地
は
相
鉄
か
ら
の
寄
付
が
主
体
で
あ
る
し
、
ま

た
近
く
整
備
が
本
格
化
す
る
金
沢
自
然
公
園
は
、
釜
利

谷
開
発
が
ら
み
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
公
園
の
ル
ー

ツ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
太
平
洋
戦
争
が
本
市

の
公
園
事
業
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

皮
肉
な
結
果
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
臨

海
部
寄
り
の
旧
市
街
地
の
周
辺
の
台
地
に
点
在
す
る
主

た
る
公
園
の
殆
ん
ど
が
、
昭
和
十
六
年
当
時
の
防
空
緑

地
の
名
の
も
と
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
戦

後
の
野
島
・
富
岡
は
旧
軍
用
地
の
利
用
、
根
岸
は
接
収

解
除
跡
地
の
転
用
、
等
々
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

近
く
具
体
化
す
る
本
牧
山
頂
公
園
も
間
接
的
に
は
こ
の

部
類
に
入
る
。

　
こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
他
力
本
願
の
公
園
事
業
の
中
で

純
粋
な
意
味
で
設
け
て
い
っ
た
例
は
非
常
に
少
な
い
。

あ
え
て
い
う
な
ら
、
円
海
山
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区

一
〇
〇
h
a
の
指
定
や
、
都
心
部
に
貴
重
な
緑
の
山
と
し

て
残
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
山
の
買
収
、
高
速
道
路
か
公

園
か
の
論
争
の
う
え
設
け
た
大
通
り
公
園
な
ど
で
あ
ろ

う
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
公
園
事
業
で
は
、
外
因
的
要
素
を
手
掛

り
に
し
つ
つ
も
、
都
市
計
画
上
の
理
論
付
け
を
十
分
に

し
て
お
く
努
力
が
一
層
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
〝
な

ぜ
そ
こ
に
公
園
が
必
要
な
の
か
″
、
必
要
と
す
る
な
ら

ば
そ
の
〝
性
格
″
や
〝
規
模
″
は
ど
れ
ほ
ど
が
妥
当
な

の
か
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
明
確
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
必
然
的
に
そ
の
理
由
を
求
め
ら
れ
る
。

　
今
ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
他
力
本
願
的
〝
待

ち
″
で
あ
っ
た
も
の
を
、
積
極
策
で
あ
る
〝
攻
め
″
へ

早
急
に
転
換
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
こ
の
転
換
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
公
園
緑

地
事
業
に
対
す
る
、
今
ま
で
以
上
の
論
理
的
転
回
の
訓

練
と
普
段
の
地
道
な
努
力
、
有
能
な
人
材
の
確
保
と
育

成
な
ど
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

六

　
公
園
事
業
は
他
の
公
共
事
業
に
比
べ
て
住
民
の
反
対

は
少
な
く
、
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
る
都
市
施
設
で
あ
る
。

開
園
式
で
地
元
の
人
た
ち
が
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
喜
び

の
目
で
祝
っ
て
く
れ
る
と
、
日
頃
の
苦
労
も
忘
れ
、
こ

の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
を
幸
せ
と
思
う
。

　
公
園
の
な
い
地
域
に
一
日
も
早
く
設
け
ら
れ
た
ら
と

考
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
十
大
都
市
の
中
で
は
、
整
備
水

準
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
市
民
一
人
当
り
の
公
園
面

積
が
最
下
位
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
は
な
は
だ
遺
憾
で

あ
る
（
図
―
８
）
。
本
市
の
都
市
施
設
整
備
の
遅
れ
を
問

え
ば
、
戦
後
の
ま
れ
に
み
る
接
収
面
積
の
多
さ
と
、
そ

の
後
の
急
激
な
人
口
増
を
あ
げ
る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
れ

か
ら
脱
皮
し
た
い
。
追
い
付
け
追
い
越
せ
で
推
進
さ
せ

た
い
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
図
―
９
の
よ
う
に
、
本
市
だ
け
が
施
設
整
備
に

比
較
し
て
用
地
買
収
費
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
公

園
の
将
来
計
画
が
乏
し
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
早

急
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
区
民
会
議
や
市
長
へ
の
手
紙
で
は
、
こ
ど
も
の
遊
び

指定都市公園面積比較図一８51年度大都市施設費・用地費別比較図一９
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場
が
欲
し
い
、
グ
ラ
ン
ド
が
欲
し
い
と
の
要
求
は
引
き

を
切
ら
さ
ず
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
、

せ
め
て
毎
年
、
各
区
に
一
カ
所
の
児
童
公
園
用
地
の
買

収
を
実
施
し
た
い
。
ま
た
公
園
は
表
―
７
の
よ
う
に
各

種
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
公
園
も
順
次
整
備
し
た

い
。
そ
し
て
昭
和
五
十
年
代
の
今
、
担
保
し
て
お
か
な

け
れ
ば
、
も
は
や
設
置
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
大
規

模
公
園
計
画
も
早
急
に
進
め
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
用
地
買
収
を
し
て
の
公
園
事
業
と
並
行
し

て
、
景
観
上
の
効
果
が
大
き
い
斜
面
緑
地
や
、
市
街
地

に
残
存
し
て
い
る
樹
林
地
の
保
全
、
市
民
が
身
近
に
感

じ
て
い
る
街
路
樹
や
、
個
人
の
庭
や
垣
根
な
ど
の
緑
化

推
進
と
新
た
な
奨
励
事
業
の
具
体
化
等
々
を
、
実
施
す

べ
き
も
の
と
思
う
。

さ
ら
に
は
、
市
街
地
の
中
で
一
時
避
難
場
所
で
も
あ

り
、
緑
地
で
も
あ
り
、
教
育
の
場
で
も
あ
る
農
地
を
将

来
と
も
永
続
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
で
あ

る
。
た
が
で
さ
え
公
園
が
少
な
い
本
市
に
お
い
て
宅
地

の
供
給
促
進
と
の
理
由
だ
け
か
ら
市
街
化
区
域
内
の
農

地
の
宅
地
並
課
税
を
実
施
し
て
宅
地
化
を
急
ぎ
、
延
々

と
家
並
が
続
く
都
市
砂
漠
に
な
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た

い
も
の
で
あ
る
。

コ
最
後
に
緑
の
保
全
、
担
保
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
金
を
使
わ
ず
、
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
今

ま
で
な
ん
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
今

ま
で
担
保
し
て
き
た
緑
や
新
た
な
緑
を
、
次
代
の
市
民

へ
継
承
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
金
を
出
し
て
緑
を
買

う
と
い
う
姿
勢
、
い
い
か
え
れ
ば
、
緑
の
保
全
に
は
金

が
か
か
る
の
だ
と
の
認
識
に
立
た
ね
ば
緑
偉
守
り
切
れ

ず
、
横
浜
市
民
が
誇
り
う
る
都
市
づ
く
り
は
、
大
変
困

難
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
終
り
と
し
た
い
。
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